
庁
日
記
』
を
中
心
資
料
と
す
る
研
究
発
表
と
討
議
を
重
ね
た
。
そ
の
成
果
が
本
冊
子
で
あ
る
。

大
橋
宗
桂
（
将
棋
士
）
、
小
野
次
郎
右
衛
門
（
小
野
派
一
刀
流
師
範
）
な
ど
、
当
時
の
鋒
々
た
る
文
化
人
の
名
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
共
同
研
究
は
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
べ
く
、
近
世
演

上
演
の
場
に
は
、
瞥
見
し
た
だ
け
で
、
観
客
と
し
て
山
鹿
素
行
（
儒
学
者
）
、
渋
川
春
海
（
天
文
学
者
）
、
狩
野
養
朴
（
絵
師
）
、
喜
多
七
大
夫
（
能
楽
師
）
、
本
阿
弥
光
由
（
刀
剣
鑑
定
家
）
、

研
究
調
査
に
は
な
か
な
か
踏
み
込
め
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
演
劇
の
み
で
な
く
近
世
文
化
全
般
に
わ
た
る
好
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
弘
前
藩
江
戸
屋
敷
の
演
劇

研
究
「
大
名
屋
敷
の
饗
宴
の
研
究
Ｉ
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
を
読
む
－
」
は
、
そ
の
助
走
で
あ
っ
た
。

劇
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
文
学
・
学
芸
・
美
術
・
政
治
・
食
文
化
な
ど
に
業
績
を
有
す
る
専
門
家
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
年
間
二
～
三
回
の
共
同
研
究
会
を
開
催
し
、
『
弘
前
藩

質
を
保
証
し
た
。

豊
か
な
勉
強
量
が
、
こ
の
共
同
研
究
の
レ
ベ
ル
の
向
上
に
資
し
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
研
究
分
担
者
の
見
識
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
発
表
に
つ
い
て
の
討
議
の

当
初
、
研
究
会
で
は
、
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
記
事
に
注
を
ほ
ど
こ
し
て
い
き
、
こ
の
資
料
の
文
化
史
的
価
値
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
解
読
を
進
め
る
う
ち
、
注
の
形
式
で

は
収
ま
り
き
ら
な
い
本
資
料
の
豊
か
な
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、
い
ま
少
し
自
由
な
形
で
の
研
究
発
表
と
討
議
と
い
う
形
式
の
研
究
会
に
脱
皮
し
て
い
っ
た
。
こ
の
研
究
発
表
と
討
議
の

の
研
究
』
（
八
木
書
店
）
に
翻
刻
と
影
印
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
が
平
成
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
膨
大
な
量
と
日
常
業
務
の
多
忙
の
た
め
、
こ
の
資
料
の
内
容
の
本
格
的

テ
ー
プ
を
お
こ
し
た
も
の
を
、
本
冊
子
は
掲
載
し
て
い
る
。

研
究
代
表
者
が
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
演
劇
上
演
記
事
が
頻
出
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
の
は
、
平
成
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
元
禄
ま
で
の
演
劇
関
係
記
事
は
『
若
衆
歌
舞
伎
・
野
郎
歌
舞
伎

三
年
間
に
わ
た
っ
て
共
同
研
究
「
大
名
屋
敷
に
お
け
る
サ
ロ
ン
文
化
の
研
究
Ｉ
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
を
中
心
に
ｌ
」
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
十
三
年
度
に
実
施
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同

研
究
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
見
が
満
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
討
議
も
、
実
に
学
問
的
刺
激
に
満
ち
て
い
た
。
共
同
研
究
の
面
白
さ
を
実
感
す
る
時
間
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

共
同
研
究
の
実
を
上
げ
得
た
の
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
し
た
予
習
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
手
の
研
究
協
力
者
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
た
ち
の
、
本
資
料
解
読
に
む
け
た
情
熱
と

研
究
成
果
Ｉ
序
に
か
え
て
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場
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
重
要
な
指
摘
を
な
さ
れ
た
。

交
流
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
成
果
で
あ
っ
た
。

控
え
の
系
図
な
ど
を
利
用
し
、
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
登
場
す
る
人
々
の
正
体
解
明
を
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
多
く
の
津
軽
家
の
客
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
り
、
サ
ロ
ン
を
形
成
す
る
人
士
の

進
め
ら
れ
た
。

点
、
ま
た
彼
ら
の
諸
大
名
と
の
親
密
な
交
流
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
土
佐
少
橡
の
没
年
に
つ
い
て
な
ど
、
演
劇
史
上
の
新
事
実
の
摘
出
は
、
新
し
い
資
料
に
よ
る
も
の

林
公
子
氏
は
「
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
記
述
と
「
別
紙
／
別
帳
」
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
本
共
同
研
究
会
に
よ
る
弘
前
市
立
図
書
館
の
探
訪
で
見
い
だ
さ
れ
た
『
満
佐
姫
様
御

●

鉄
漿
初
御
祝
之
次
第
扣
』
を
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
い
う
「
別
帳
」
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
、
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、
こ
の
資
料
の
構
造
の
解
明
を

鈴
木
博
子
氏
の
「
池
田
家
・
前
田
家
記
録
か
ら
み
た
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
芸
能
記
録
に
つ
い
て
」
は
、
氏
に
よ
る
新
し
い
資
料
の
発
見
の
報
告
と
そ
れ
ら
が
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
記
述
と

ど
う
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
っ
た
。
岡
山
藩
池
田
家
と
加
賀
藩
前
田
家
の
芸
能
記
録
は
、
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
劣
ら
な
い
演
劇
の
藩
邸
上
演
の
好
記
録
で
、
『
弘
前
藩
庁
日
記
』

だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
事
象
が
、
こ
れ
ら
を
会
わ
せ
見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
と
く
に
当
時
の
芸
能
人
た
ち
が
、
複
数
の
大
名
家
に
出
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た

金
子
健
氏
の
「
今
治
市
河
野
美
術
館
所
蔵
『
歌
舞
伎
遊
楽
図
屏
風
』
に
つ
い
て
」
は
、
大
名
邸
で
の
歌
舞
伎
上
演
を
如
実
に
描
く
、
新
出
の
絵
画
資
料
発
見
の
報
告
と
そ
の
分
析
研
究
で
あ
っ

た
。
文
字
か
ら
の
み
想
像
し
て
い
た
当
時
の
大
名
邸
で
の
歌
舞
伎
上
演
が
、
絵
画
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
、
参
加
者
の
驚
目
を
あ
び
た
。
観
客
や
舞
台

渡
辺
憲
司
氏
も
「
『
山
鹿
素
行
年
譜
』
に
つ
い
て
」
「
津
軽
家
大
名
サ
ロ
ン
と
文
芸
Ｉ
山
鹿
素
行
と
の
関
連
を
中
心
に
」
と
題
さ
れ
た
、
二
回
に
わ
た
る
発
表
を
行
わ
れ
た
。
弘
前
藩
の
サ
ロ

ン
を
形
成
す
る
中
心
人
物
と
し
て
山
鹿
素
行
を
と
り
あ
げ
、
『
山
鹿
素
行
年
譜
』
や
『
配
所
残
筆
』
を
用
い
て
津
軽
家
と
の
関
係
を
摘
出
、
芝
居
上
演
の
場
を
二
門
の
結
束
を
強
め
る
た
め
の

で
あ
る
だ
け
に
、
説
得
力
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

に
つ
い
て
加
賀
藩
前
田
家
の
記
録
な
ど
と
響
き
会
う
こ
と
も
、
参
加
者
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
共
同
研
究
会
と
並
行
し
て
実
施
し
た
各
地
の
文
庫
・
図
書
館
に
お
け
る
大
名
家
資
料
の
調
査
も
、
研
究
発
表
と
討
議
の
内
容
を
豊
か
に
し
た
。
演
劇
関
係
記
事
や
関
連
す
る
文
化
事
象

に
つ
い
て
の
記
事
は
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
か
ぎ
ら
ず
、
大
名
家
の
記
録
資
料
全
般
に
発
見
し
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

加
賀
佳
子
氏
は
「
津
軽
家
上
屋
敷
に
お
け
る
芸
能
上
演
と
、
津
軽
家
の
人
々
・
客
の
関
係
」
に
つ
い
て
二
回
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
発
表
を
さ
れ
た
。
本
冊
子
に
付
戦
し
た
索
引
や
充
実
し
た
手

研
究
発
表
と
討
議
の
内
容
は
、
本
冊
子
に
採
録
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
に
よ
ら
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
以
下
、
簡
単
な
紹
介
を
行
う
に
と
ど
め
る
。

｡
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青
木
直
己
氏
の
「
津
軽
藩
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
菓
子
の
饗
応
－
上
菓
子
大
成
期
を
中
心
に
」
は
、
弘
前
藩
邸
で
の
演
劇
上
演
が
、
一
方
で
酒
食
や
菓
子
に
よ
る
饗
応
の
場
と
し
て
の
性
格
を
色

濃
く
持
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
時
期
が
上
菓
子
の
大
成
期
に
重
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
観
劇
の
最
中
に
客
に
供
さ
れ
る
料
理
や
菓
子
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
弘
前
藩
邸
の

演
劇
上
演
の
場
に
新
た
な
照
明
を
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
会
で
は
、
参
加
者
す
べ
て
が
発
表
の
機
会
を
も
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
冒
頭
に
記
し
た
、
平
成
十
三
年
度
の
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
大
名
屋
敷
の
饗
宴
の
研
究

－
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
を
読
む
－
」
で
発
表
し
た
研
究
分
担
者
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
本
冊
子
の
討
議
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

研
究
発
表
と
討
議
の
テ
ー
プ
起
こ
し
を
担
当
し
て
く
れ
た
の
は
、
鈴
木
博
子
氏
で
あ
る
。
労
の
多
い
作
業
を
誠
実
に
成
し
遂
げ
て
く
れ
た
こ
と
を
銘
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

本
冊
子
に
付
載
し
た
「
津
軽
家
江
戸
屋
敷
役
割
分
担
索
引
」
は
、
平
成
十
年
か
ら
十
三
年
の
科
研
（
基
盤
研
究
Ｃ
・
１
０
６
０
０
４
３
７
）
報
告
書
「
初
期
歌
舞
伎
と
沖
縄
の
組
踊
－
大
名
家

に
お
け
る
歌
舞
伎
上
演
を
回
路
と
し
て
Ｉ
」
に
載
録
し
た
「
仕
事
索
引
」
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
索
引
作
成
に
あ
た
っ
た
の
は
加
賀
佳
子
氏
で
あ
る
。
労
作
の
作
成
と
提
供
に
も
深
甚

の
謝
意
を
表
し
た
い
。

に
お
い
て
コ
ピ
ー
を
そ
の
ま
ま
載
せ
た
場
合
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

な
お
、
本
冊
子
は
科
学
研
究
費
補
助
金
の
報
告
書
と
い
う
性
格
に
鑑
み
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
に
の
み
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
掲
載
資
料
に
つ
い
て
は
、
研
究
代
表
者
の
責
任
．

（
武
井
協
三
）
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